
Vol.４３ 令和２年５月号

１ページ ・ ・ ・ 令和２年度名寄市社会福祉協議会事業方針
２ページ ・ ・ ・ ファミリー ・ サポート ・ センターのご案内／令和２年度名寄市社会福祉協議会予算
３ページ ・ ・ ・ 令和元年度賛助会員ご加入のお礼／ヘルパー募集／名寄社協ＳＮＳのご案内
　　　　　　　　　Air てっし放送案内／ 愛情銀行からのお礼
４ページ ・ ・ ・ 生活福祉資金 （緊急小口資金） 特例貸付のご案内

ふれあい家族交流会「ミニバリアフリーおもちゃ博 in なよろ」にて（2020.2.2）ふれあい家族交流会「ミニバリアフリーおもちゃ博 in なよろ」にて（2020.2.2）

※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、毎号表紙を飾っている「サポートなよろ」のプレートを持った集合写真の撮影は本誌では行いませんでした。
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　昨年は、平成から令和という新しい時代の幕開けとなり未来に向かう大きな節目となりました。
　また一方では、自然災害により各地で大きな被害が発生した年でもありました。
　さて、昨今の少子高齢化、人口減少社会、更には、急激な高齢者人口の増加と現役世代の急減が見込まれ、その対
応は大きな地域福祉の課題となり、誰もが助け合いながら暮らすことのできる地域共生社会の実現が急務とされる状
況を踏まえ、「連携・協働の中核を担う社協事業・組織基盤の強化」を更に進める一年にしなければなりません。
　この様な中、当協議会におきましては、計画策定から３年が経過した第４期地域福祉実践計画「つながり」の実践
における適正な中間評価を実施し、多様化、多分野化するニーズに対応できるよう課題を明確化し、課題解決に向け
常に市民の皆様のもとに足を運ぶ「きめ細やか」な事業展開・サービス提供を心掛けてまいります。また、緊急時・
災害時においても立ち止まることのない「災害に強いまちづくり」を具現化させるため、昨年より運用を開始してい
る「社協職員行動マニュアル」に令和２年４月より「事業継続計画」及び「災害ボランティアセンター設置マニュア
ル」の追加運用を開始し、緊急時においても最大限のサービスの提供ができるよう更なる充実強化に努めます。
　また、昨年の名寄社協指定居宅介護支援事業所に関する一連の問題で、市民の皆様に多大なる不安と不信感をおか
けし、深く反省しお詫びを申し上げます。
　今後は役職員一丸となり法令を遵守し、地域福祉の向上と信頼回復に努めてまいります。

　誰もが暮らしやすい地域を目指し、地
域のなかに様々なつながりや支え合いを
増やしていけるよう、関係機関と連携を
した地域福祉活動を展開します。

　「ここほっと」での多様な交流の拡大
や、幅広い市民への福祉教育の推進を図
ると共に、生活に課題を抱えている方々
の支援を展開します。

　地域福祉推進を図ることができる社協として、
「社協職員行動マニュアル」に加え、令和２年度
より「事業継続計画」及び「災害ボランティアセ
ンター設置・運営マニュアル」の追加運用を開始
し、運営基盤の更なる強化を図ります。
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や、幅広い市民への福祉教育の推進を図
ると共に、生活に課題を抱えている方々
の支援を展開します。

 「利用者の心のケア」「利用者に寄り添った支援」
をモットーに、サービス従事者の確保や育成を図る
と共に、関係機関や地域福祉事業と連携し、より質
の高いサービス提供に努めます。
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令和２年度　名寄市社会福祉協議会　予算

予算総額　　　　２１０,２８７千円　（令和元年度予算総額　２１４，１９６千円）　　　　　　　　　　　　　　　　

【収入】　　　　　　　　　　　　単位：千円 【支出】　　　　　　　　　　　　単位：千円

合　　　　計　　　　　        210,287　   　　　　　 　　　　　合　　　　計　               210,287
予算額後方の括弧内は、予算全体に占める割合となっています。端数調整のため合計が100％にならない場合があります。

人件費支出　　　　　　　　　  　  136,897 （65.10％）

事業費支出                         10,340 （ 4.91％）

事務費支出                         25,930 （12.33％）

共同募金配分金事業費                2,200 （ 1.05％）

助成金支出                          6,345 （ 3.02％）

負担金支出                            456 （ 0.21％）

その他の支出                        2,000 （ 0.95％）

固定資産取得支出　　　　　　　　　    115 （ 0.06％）

長期貸付金支出　　　　　　　　 　 　2,000 （ 0.95％）

積立資産支出                        7,561 （ 3.60％）

サービス区分間繰入金支出           16,243 （ 7.72％）

予備費　　　　　　　　　　　　　　　　200 （ 0.10％）

会費収入　　　　　　　　　　　　　　4,391 （ 2.09％）

寄附金収入      　  　     　       3,380 （ 1.61％）

経常経費補助金収入　  　 　        48,696 （23.16％）

受託金収入         　　 　         28,286 （13.45％）

貸付事業収入　　　　                   10 （ 0.01％）

事業収入　　　　　　　　　　　　　　1,309 （ 0.62％）

負担金収入　　　　　　　　　　　　    393 （ 0.19％）

介護保険事業収入　　　　　　　　　 53,525 （25.45％）

障害福祉サービス等事業収入　　　　 22,991 （10.93％）

受取利息配当金収入　　　　　　　　     27 （ 0.01％）

その他の収入                        1,093 （ 0.52％）

長期貸付金回収収入　　　　　　　　　2,000 （ 0.95％）

積立金資産取崩収入　　　　　　　　 27,892 （13.26％）

サービス区分間繰入金収入　　　　　 16,294 （ 7.74％）

こんな時に利用できます

・保育所や幼稚園の送迎を代わりに行って欲しい

・保育所や幼稚園の時間外に子どもを預かって欲しい

・急な用事ができたので子どもを預かって欲しい

  など、お子さんの一時的な預かりを中心とした活動

時　間 ・ 料　金

■月～金（７時～２１時）　

　一人につき３０分ごとに２５０円

　　　　　（３０分未満の時は３０分料金）

■月～金（６時～７時、２１時～２２時）

　土・日・祝（６時～２２時）

　一人につき３０分ごとに３００円

　　　　　（３０分未満の時は３０分料金）

※その他の詳細はお問い合せ下さい。

　ファミリー・サポート・センターは、子どもの一

時的な預かりなど、子育てをする上でのチョットし

たサポートを、住民同士で支え合う活動です。

　会員には、サービスを利用する「利用会員」とサー

ビスを提供する「提供会員」の２種類あり、両方の

会員になることも可能です。

　子どもを安心してスクスク育て、また子ども達の

成長を地域で支えられるよう、皆さんの登録をよろ

しくお願いします。

◆会員登録・問い合せ先◆

利用可能時間　６時～２２時

　より便利に！令和２年４月から、 利用時間の区切

りが１時間から３０分となりました！！

　名寄市在住の２０歳以上の方は「提供会員」とし

て活動していただけます。

　「子育てを応援したい！」という方は、ぜひご連

絡ください！！
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　愛情銀行は、会葬礼状としてご利用いただいている「福祉はがき」をはじめ、チャリティ映画会の益金、金銭や物品寄
付を、福祉団体の福祉器具購入助成など市内の地域福祉・在宅福祉事業に有効に活用させていただいています。

社協だより　サポートなよろ　Vol.43 令和２年５月号社協だより　サポートなよろ　Vol.43 令和２年５月号

３２ ２９１,６５０円

◇愛情銀行寄託［福祉はがき］ （令和２年２月１日～令和２年３月３１日）

（令和２年２月１日～令和２年３月３１日）

月 月寄 付 金 件数 寄 付 金 件数 件数寄 付 金 

◇愛情銀行寄託［一般寄付］

合 計

３２

月 月寄 付 金 件数 寄 付 金 件数 件数寄 付 金 

合 計

１２ ２１０,０００円 １０ ５０１,６５０円 ２２

０円 ０ １１,５７９円 １ １１,５７９円 １

　エフエムなよろ「Airてっし」で名寄市社会福祉協議会からのお知らせが放送され

ています。

　放送では名寄社協の各種事業の紹

介や行事予定などが紹介されていま

すので、ぜひお聞き下さい。

　名寄社協では公式Facebook・LINEを開設し、

イベントなど様々な情報をいち早くお届けして

いますので、登録をお願いします！

● Airてっしで名寄社協からのご案内を放送中

◆ 放 送 日 程 ◆

毎週火曜日　（１回目）　８：００～

　　　　　　（２回目）１７：４５～

職　　　種 ： ホームヘルパー ／ 雇用形態 ： パート
給　　　料 ： 時給 1,150円～
手　　　当 ： 資格手当　3,000円（介護福祉士）
　　　　　　 　  業務手当　100円／１時間　他
業務内容 ： 訪問介護
必要資格等 ： 初任者研修修了者（ホームヘルパー２級以上）

　　　 　　　   普通自動車免許

　明るく働きやすい職場を目指しています。

　午前中だけや曜日を指定した勤務など、様々

な働き方を一緒に考えさせていただきます。

　在宅介護に興味のある方は、お問合せいただ

ければ幸いです！

　お待ちしています！

◇賛助会員・個人（順不同）

◇賛助会員・団体（順不同）

（敬称略）

（敬称略）

根木　實、茂木　哲雄、井上　幸人、川原　夏子、中村　幸尚、小池　晴行、池田　幸眞、柿崎　隆弘、小川　進、熊谷　守、高橋　勝
小川　勇人、松田　康子、馬場　義人、中村　雅光、宮下　信子、木田　繁太郎、猿谷　繁明、磯田　久雄、安部　英利、蓮宗　孝
関下　冨士夫、田畑　穂積、宮越　豊美、松崎　義昭、川上　春男、三品　勝之、田中　多喜子、石田　多喜子、東　恵美子
宮本　幸子、奥山　健、秋山　秀雄、篠原　博明、木田　信子、工藤　久美子、駒田　子上、林　里美、今藤　正美、尾潟　鉱一
滋野　俊一、中渡　弘美、山中　亜紀、小笠原　志朗、帯川　亜由美、井上　正義、粕谷　玲子、鶴原　真央、三谷　正治
神田　あんり、大江　由美子、森重　裕、米澤　赳、遠藤　俊博、菊池　愼二、中林　かつ枝、佐藤　富雄、松原　寛充、横田　一真
坂口　博貴、佐々木　憲一、藤田　達雄、松田　慎司

(株)アイ・ジー、大野土建(株)、ネッツトヨタ旭川(株)なよろ店、(株)名文堂、(有)靴スポーツのすま、(株)こころ保険
(有)クロスオート、(株)トヨタレンタリース旭川、道北信興商事(株)、(有)村上自動車工業、北星信用金庫、(株)グランドホテル藤花
(株)トトリ名寄、味処鳥長、(株)ダスキン滝沢、新光電気（株）、（株）名寄新聞社、(有)スタジオ稲場、(有)宮崎靴スポーツ店
北昭産業(株)、北昭産業(株)給油所、名寄中央整形外科、(医)たに内科クリニック、(株)木賀商店、名寄駅前郵便局、医療法人臨生会
(株)西條名寄店、（株）松前、居酒屋天馬、（株）喜信堂、サンベリーむらおか、上川北部地域人材開発センター運営協会、吉川印刷(株)
藤田産業(株)、(株)名寄給食センター、(株)エフエムなよろ、(有)喜多印刷所、(有)アクシス、(有)システムマシンよしおか、花秀
JA道北なよろ、上川北部森林組合、中館建設(株)、(有)庄司電気、名寄新聞中央販売所、(株)谷井鉄工所、(株)近藤組名寄支店
(株)カンリ、(有)川原観光、田中板金工業、(株)とみなが、(有)高橋商店、(有)藤井はなや、橋場建設(株)、(有)大高運送
ファッションハウスたかぎ、新井田商店、三喜屋洋品店、(有)風連モータース、(株)もち米の里ふうれん特産館、(株)小田桐商店
米沢製麺所、(株)山崎機工、今藤浅太郎商店、谷精米所、(有)山崎石油店、川原クレーン(株)、美音福、(有)大野塗装店
名寄アポロ石油（株）、旬菜いし田、カサマツ通信、(株)マルベリーさわやかセンター名寄、下山自動車工業、桑原農機商会
北海道クボタ(株)風連営業所、(株)北方印刷所

ID ： @582vgwds



［風連支所］
〒098-0507
名寄市風連町西町 196-1
　　          名寄市役所風連庁舎内
                TEL・FAX：01655-3-3777

ホームページ　http://www.nayoro-shakyo.jp
E-mail  info@nayoro-shakyo.jp

　お急ぎの場合や夜間・休日等は
「01654-3-9862」におかけ下さい。
　FAX は２４時間送信可能です。

■ 貸 付 対 象 　 新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急かつ一時的    

　　　　 　　　な生計維持のための貸付を必要とする世帯

■ 貸付限度額　 原則として、一世帯につき１回限り１０万円以内

　　　　　 　 　ただし、以下の場合は一世帯につき２０万円以内の貸付も可能

　　　　　　　　　① 世帯員の中に新型コロナウイルス感染症の罹患者等がいる場合

　　　　　　　　　② 世帯員に要介護者がいる場合

　　　　　　　　　③ ４人以上の世帯である場合

　　　　　　　　　④ 世帯員に子の世話を行うことが必要となった労働者がいる場合

　　　　　　　     ・新型コロナウイルス感染症の拡大防止策として臨時休業した小学校等に通う子

　　　　　　　   　・風邪症状など新型コロナウイルスに感染したおそれのある、小学校等に通う子

■ 据 置 期 間 　貸付の日から１年以内

■ 償 還 期 間 　据置期間終了後２年以内

■ 貸 付 利 子 　無利子

■ 借入申込者の身分を証明できるもの（住民票、健康保険証、運転免許証　等）

■ 印鑑

■ 借入申込者の預金通帳またはキャッシュカード

■ 新型コロナウイルス感染症の影響により減収したことの確認書類（給与明細、通帳 等）

■ 借入申込者が指定する金融機関に送金します。

①申込み

④貸付可否決定、送金

⑤償還（返済）

※本貸付の最終的な決定は北海道社会福祉協議会が行うため、名寄社協で申込みをいただいた後に審査の結果、貸付とならない場合があります。

※事前にお電話でお問合せいただくと、申し込みがスムーズに進みます。

新型コロナウィルス感染症の影響による休業等で生活費にお困りの皆様へ

借入申込者

名寄市社会福祉協議会 北海道社会福祉協議会

◆本資金は貸付金であり、償還（返済）していただく必要があります◆

緊急小口資金【特例貸付】の貸付内容

申込みに必要なもの

貸付金の交付方法

■ 下記、名寄市社会福祉協議会までお問合せくだ
　さい。

受付・相談窓口

申込みから貸付決定、償還（返済）の流れ

②提 出

③審 査


